
令和６年度 第１回定期理事会議事録 
 
期 ⽇：令和６年５⽉７⽇（⽕）１９：００〜２１：００ 
会 場：岩手リハビリテーション学院，Ｗｅｂ 
出席者：及川龍彦  佐藤英雄  武田浩二  林 雄史  関 公輔  佐藤晋樹 
    三浦正徳  及川 哲  野中一成  小林太志  久野純治  澤口裕樹 
    菅野 泉                             （理事） 

佐藤一浩                             （監事） 
菊池賢汰                           （事務局⻑） 

欠 席：藤井祐輔（別件業務のため） 吉田裕也（本務のため） 
書 記：菊池賢汰 
 
報告事項 
１，会⻑⾏動報告（及川龍彦） 
２，業務報告（佐藤英雄・武田浩二・林雄史・関公輔） 
３，⽇本理学療法士協会組織運営協議会報告（及川龍彦） 
４，令和６年度東北ブロック協議会理事会報告（及川龍彦） 
５，協会関連会議派遣報告（菊池賢汰） 
６，研修派遣報告（菊池賢汰） 
７，会員異動状況報告（菊池賢汰） 
８，事務局業務報告（菊池賢汰） 
９，各種派遣報告（武田浩二） 
10，後援事業報告（武田浩二） 
11，明⽇につながり学術活動と臨床実践（導入編）報告（関公輔） 
12，領域別新人期奨励検討会報告（三浦正徳） 
13，脳卒中理学療法研修会−装具療法における現状と課題−報告（藤井祐輔） 
14，久慈⽀部⻑との打合会（佐藤晋樹） 
15，指定管理者研修会（初級）報告（吉田裕也） 
16，令和５年度推進リーダー導入研修開催報告（武田浩二） 
17，第 24 回岩手県理学療法学術大会準備委員会（米沢勇悦） 
 
協議事項 
第１号議案「令和５年度事業報告」承認の件 
第２号議案「令和５年度収⽀決算報告」承認の件 
 及川会⻑より，第１号議案，第２号議案は同時審議とする旨が説明された．令和５年度事 

業報告概要について，下記の通り説明された． 



①新型コロナウイルスの影響により，依然として事業は縮小傾向であった 
②腰痛予防対策普及事業，働く前体操パンフレット，研究⽀援部の発足等，新規事業に着 

手した 
 ③高齢者運動教室，自宅でできる運動プログラムの作成，高等学校野球メディカルサポー 

ト，県内理学療法に関する調査事業等，公益性の高い事業を継続的に実施した 
 ④第 41 回東北理学療法学術大会をはじめ，本会主催研修として理学療法士の資質向上に 

寄与する研修を 11 本，職域拡大・人材育成に寄与する研修会を 5 本開催する等，学術 
・教育に関する事業を継続的に実施した 

 ⑤⽇本理学療法士協会が推進する０次予防や産業保健事業に関連し，産業保健分野への 
参画を進めている 

 
 上記のことを踏まえ，１⽉に開催した組織運営協議会で共有した令和６年度の大目標を 

下記の通りとし，この目標をもとに次年度の事業を予定している旨が説明された． 
 
①会員の資質向上に向けた研修事業等強化 
②新領域における公益事業の展開 
③会員の連携強化 
 
次に菊池事務局⻑より，令和５年度事業報告について，資料の通り説明された．併せて， 
令和５年度収⽀決算について，下記の通り説明された．このうち，事業収入において 
687,230 円が減額となっている要因について質問がなされた．これについて菊池事務局 
⻑より，主な要因としてリハビリテーション技術講習会，理学療法士講習会の参加者数が 
想定より少なかったことが考えられる旨が説明された．第１号議案ならびに第２号議案 
について，その他，質問意見等なく，全会一致で承認された． 
 

第３号議案「『リハビリテーション技術講習会』」参加費等調整方針」承認の件 
 関常務理事より，７⽉１３⽇・１４⽇に開催予定のリハビリテーション技術講習会につい 

て，参加費を調整したい旨が説明された．ポイントとして，①本会の技術習得研修は希少 
であり若手技術育成の観点から重要であること，②本会会員離れの要素を鑑み１⽇３５ 
００円での受講機会として優遇すること，③対面離れによる参加者減少を考慮し全国的 
な声がけを⾏うことについて説明された．併せて，２⽇間の受講により本会会員は 7000 
円×30 名，他団体は 15000 円×20 名を想定し，事業⽀出として新たに 8〜17 万円程度 
を試算している旨が説明された．これに対して，下記の通り質疑がなされた． 
 
・他県士会員は他団体に入るのか 
 →本会会員であることのメリットを押す観点から，他県士会員は他団体受講費を徴収 



する考えである 
 ・非会員はどのように対応するか 
  →過去の例に倣い，入会を進めることを検討している．実際に入会している事例もあ 

る  
 ・本会会員と他団体の差額は一般的か 
  →他学会の傾向を見ると，一般的と認識している．主軸としているのは本会会員で特に 

も若い会員の参加率を上げることであるが，他団体の受講費も例年より減額してい 
る 

 
 この他，質問意見等なく，全会一致で承認された． 
 
第４号議案「令和６年度収⽀補正予算（案）」承認の件 
 及川会⻑より，令和６年度収⽀補正予算について承認いただきたい旨が説明された．本件 

に関しては令和５年度第２回拡大理事会において承認された後，新たに追加された事業 
や微調整がなされたことから補正予算として提出された旨が説明された．詳細について 
は菊池事務局⻑より，下記の通り説明された．これについて及川会⻑より，前期繰越収⽀ 
差額が⿊字であるのに対し，当期収⽀差額がマイナス計上では前年度からの連続性が保 
てないとの意見が出され，修正を加えることとなった．また及川会⻑より管理費⽀出の旅 
費交通費が 100,000 円増額となっている理由について確認され，菊池事務局⻑より新型 
コロナウイルスに対する感染対策が緩和されたことを受け，各事業ならびに会議の対面 
開催が増えることが考えられる旨が説明された．併せて，及川会⻑より第３号議案で承認 
された，リハビリテーション技術講習会に関する⽀出増大分を加えること，当期収⽀差額 
を修正した上で確定させたい旨が説明された．これについて，質問意見等なく全会一致で 
承認された． 

 
第５号議案【継続】「新組織図（案）」承認の件 
 及川会⻑より，本件に関しては前回理事会において当該理事会での意見に沿って修正後， 

メールによる理事回覧・意見交換の完了をもって完成とすることが承認されたが，前回理 
事会終了後に大幅な修正が加えられたことから，変更点について再度審議の上，承認をい 
ただきたい旨が説明された．要点は下記の通りである． 

 
①「地域⽀援・保健活動系事業部」の配下に「地域包括ケア推進課」を，その配下に「健 

康増進⽀援係」と「介護予防⽀援係」を置く 
②「地域⽀援・保健活動系事業部」の配下に「保健活動推進課」を，その配下に「ウィメ 

ンズ・メンズヘルス⽀援係」と「産業保健⽀援係」を置く 
③「職能部」の配下に「職能推進課」を，その配下に「職域開発係」「政策立案係」「施設 



業務⽀援係」を置く 
④「組織強化部」の配下に「広聴課」を置く 
⑤「事業調整部」の配下に「ポイント管理課」を置く 
 
また，これに関連する組織分掌についても説明がなされた．これらについて質問意見等な 
く，全会一致で承認され，今後は人事を検討することとし，人事の決定をもって理事会承 
認，その後運用することとなった． 

 
第６号議案【継続】「私的勉強会周知方法変更」承認の件 
 及川会⻑より，私的勉強会の広報について，前回理事会において会員周知のルール作りを 

⾏い，検討を継続することが承認されたことから，今回本件に関する要項を作成したため 
審議の上，承認いただきたい旨が説明された．これについて，下記の通り質疑がなされた． 
 
 ・要件に記載されている⽇本理学療法士協会が掲げる専門領域とは何をさしているの 

か 
  →専門・認定理学療法士制度を想定している 
 ・構成員に非会員がいないということは，作業療法士・言語聴覚士が参加する研修会 

は情報提供をしないということか 
  →他職種が入ることは想定できていなかった．ただし，理学療法士のアイデンティ 

ティに関わる部分については検討が必要と考える．その基準をどのように設定 
するか，再検討したい 

 ・他職種それぞれの協会・士会に入会している人はどのように対応するのか 
  →他職種については想定できていなかった．再検討が必要と考えている 
 ・基本的には本会の会員を大切にするべきという視点で作成しており，非会員の広報 

は⾏わないというスタンスであった．他職種については検討できていなかったの 
で，考え直した方が良いと考える 

 ・広報に関する掲示のみで良いのではないか 
 ・テクニカルなものと概念的なものを分けて広報ができるのではないか．テーマ・ 

ジャンル毎に分けて広報するのも良いのではないか 
 ・常識的な医療の範疇に該当するものであるかが重要．逸脱したものは取り扱わない 

というスタンスで良いのではないか 
 ・最終的に審査が入るので，受付は間口を広げることも考える余地があるのではないか 
 ・理学療法士としか話さない会員もいると思うので，他職種も受け入れる等，選択肢 

を広げた方が会員のメリットになるのではないか 
 ・ホームページの記事が増えることがメリットと捉えている．ホームページを見る機会 

が増えることで，参加者の方で判断するのではないか．まずはホームページの閲覧数 



が増えることが大事だと思う 
 
 以上の質疑を受け，及川会⻑より間口を広げる方向で再検討したい旨が説明された． 

本議案については承認手続きをとらずに継続案件とすることとなった． 
 
第７号議案「⽀部運営マニュアル」承認の件 
 佐藤晋樹理事より，⽀部運営マニュアルについて検討の上，承認いただきたい旨が説明 

された．本件については昨年度より⽀部活動は懇談会や研修会などいくつかの⽀部にお 
いて⾏われている一方，未だ活動が停滞している⽀部も散見される旨が説明された．その 
うち，⽀部活動において何を⾏ったらいいのか，どのように⾏うべきかわからないとの声 
も上がっていることから，⽀部活動の業務内容を明確にすることにより，⽀部⻑・⽀部員 
が⽀部活動を円滑に⾏えることを目的としている旨が説明された．内容について，基本的 
には活動内容と⽀部⻑の活動方法について記載しており，過度に制約をかけることで⽀ 
部⻑への負担が増大することを避けたい旨が説明された．本マニュアルについて，以下の 
通り質疑がなされた． 
 
・⽀部内で完結する事業か，⽀部発信で他団体も含む事業か，で分けて考えても良いよ 

うに思う．併せて，いかに士会の活動に参加してもらうかの視点が重要と考える．そ 
のような文言についても，マニュアル内に記載した方が良いのではないか 

・広域に関する事業についても内向きと外向きがある．記載については配慮した方が良い 
・各⽀部の強みなど共有する場合はあるか．年度始めに計画を立てる等，⽀部⻑の考え 

を共有できる場があると良い 
 →⽀部⻑懇談会は年２回開催，⽀部⻑懇談会の前に個別相談会の開催している 
 
以上をもとに，及川会⻑より本議案は暫定承認とし，修正後のマニュアルを理事で回覧後， 
承認手続きをとる旨が説明された．これについて質問意見等なく，全会一致で承認された． 

 
第８号議案「令和６・７年選挙管理委員執⾏部推薦者」承認の件 
 及川会⻑より，本年度は選挙管理委員の改選期であることから，総会時に立候補者がない 

場合の執⾏部推薦者について承認いただきたい旨が説明された．内諾者は下記の通りで 
ある． 
 
藤原 圭一氏（有限会社ブライトステージ）現職 
城内 勇樹氏（八角医院）        現職 
佐々木成大氏（老人保健施設さわなり苑） 現職 
 



これについて質問意見等なく，全会一致で承認された． 
 
第９号議案「第 62 回全国学術研修大会開催立候補方針」承認の件 
 及川会⻑より，⽇本理学療法士協会より第 62 回全国学術研修大会の開催立候補募集が 

開始されたことを受け，方針について承認いただきたい旨が説明された．拡大する参加 
者数に対する会場確保，昨年度に東北学会を開催し協力スタッフ確保にも困難が考え 
られることから，見送りの方針としたい旨が説明された．これについて質問意見等な 
く，全会一致で承認された． 


